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今月号のここがポイント！

本号では，3 件の解説記事を掲載いたしました。1 件目は多孔性結晶を用いた新しい

高分子の重合法についてです。この重合法は溶液重合と結晶重合の特徴を併せ持ち，構

造制御が可能な新たなソフトマテリアルを得ることができます。解説記事 2 件目は，第

一原理計算を用いた接着分子理論についてです。本記事ではエポキシ樹脂と金属表面

の接着について，密度汎関数理論などを用いて分子レベルで理論的に解析した結果を紹

介しており，接着に関して本質的な理解に基づく材料開発への発展が期待されます。3

件目は，計算機シミュレーションを利用した有機材料開発についてです。計算機シミュ

レーションを用いた物性計算における予測精度やコストについて実践的な観点から解説

し，有機分子の物性の実際の計算例について紹介しています。
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